
 
 
 
 
 
 

第 １ 回 現 場 見 学 会  

 

平成 22 年 11 月 26 日  

 
 

1.「兵庫県耐震工学研究所センター」の見学  

 

2.「震災資料保管庫」の見学  
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東海構造研究グループ（SGST）H22年度見学会 議事録 
 
日時 ：平成 22年 11月 26日(金) 8：15～20：45 
場所 ：兵庫県耐震工学研究所センター（独立行政法人防災科学技術研究所） 
    震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター） 
出席者：李，右高，M.Assad Alamiri，渡辺，関，金井，中村，広中（名工大），Zhirong LIN，細
井，伊藤，森（名大），木下，荒川，今村，梅田，長屋（岐阜大），中野（愛知県），森下，米田（名

公社），杉本（創建），加藤，小川，前田（中日本Ｃ），佐光（維持管理工房），吉嶺（日車），織田，

高地，松村（瀧上） 
29名(敬称略)   

東海構造研究グループ（SGST）H22年度見学会 
（土木学会CPDプログラム認定番号 JSCE10-0751（3.0単位）） 
 
1． 兵庫県耐震工学研究所センター（独立行政法人防災科学技術研究所）（13:00～14:30） 
講師：震動実験総合エンジニアリング株式会社 Ｅ-ディフェンス一般見学担当 

   桑原氏・杉本氏 

講演内容 
 1995年兵庫県南部地震でビル、木造家屋、橋、道路、港湾など多くの構造物が未曾有の被
害を被りました。これを契機に、今までの構造物の耐震性の評価方法を見直す必要が認識さ

れ、その方向性の一つに、構造物の破壊過程を調べることが重要とされました。そのための

データを取得する必要がありますが、既存の施設にはそれを達成するだけの十分な性能を有

した新たな施設建設が必要となりました。2005年４月からの研究開始に向けて建設された実
験施設が、本研究センターの実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェンス）です。 
 
2． 震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター）（15:30～17:00） 
講師：阪神高速道路株式会社 技術部 技術企画課 水野慎児 氏，技術部技術開発課 新名勉 氏 
講演内容 
 震災資料保管庫は、阪神・淡路大震災での被災・復旧経験を風化させることなく次世代に語り

継ぐため、阪神高速グループの社会貢献活動の一環として、平成 11年 10月に開設されました。
被災した実物の構造物を中心として、説明パネル、構造物の模型などが展示されており、これま

でに、国内外を問わず、行政関係者や専門技術者、小学校の地震防災学習の観点での見学など、

多くの方々にご来場頂いております。 
 
本見学会については、震災から得た経験から耐震設計の基準を発展させるのに貢献した実物大

試験の施設および震災の被害の記録を後世に残すための重要な実物資料の視察であることから、

参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 
以上// 
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SGST会員各位 
 

平成 22年 11月 

東海構造研究グループ代表 後藤芳顯 
                             同 幹事長 織田博孝 

見学会のご案内 
 
拝啓 初秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 
 
さて、東海構造研究グループ（略称 SGST）では、土木構造に関連する技術について
の知見を深めることを目的として、年 1回の見学会を開催しております。 
つきましては、下記の通り見学会を開催致しますので、ご参加の方をお願いします。

なお、バスの手配上、会員様におかれましては先着 40名とさせて頂きたく、ご容赦くだ
さい。 
 

記 
 
１． 日 時：平成 22年 11月 26日（金），8:15～20：45 

 
２． 主な工程（予定）： 

8：15 名古屋大学集合・出発（昼食は SAで各自） 
13：00 (1)兵庫県耐震工学研究所センター（独立行政法人防災科学技術研究所） 

    14：30  移動 
    15：30 (2)震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター） 
    17：00 移動 
    20：30 名古屋大学到着・解散 
 
     

 
３．  人数：約 40名（会員 25名+学生他 15名） 
ご多用中まことに恐縮に存じますが、ご協力をお願い致します。（応募者多数の場合、

人数制限をする場合があります。） 
敬具 
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平成 22年 11 月 26 日 東海構造研究グループ（SGST）H22 年度見学会 

SGST現場見学会

１．日時

平成22年11月26日（金）8:15～20:45

２．見学場所

兵庫耐震工学研究所センター：E-ディフェンス（独立行政法人防災科学技術研究所）

震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター）

３．行程（予定）

震災資料保管庫見学 所要時間：1時間半

15:30

E-ディフェンス見学 所要時間：1時間半

発

発

名古屋大学 8:30

震災資料保管庫 17:00 名古屋大学 20:30発

E-ディフェンス 13:00

E-ディフェンス 14:30 震災資料保管庫

　1995年兵庫県南部地震でビル、木造家屋、橋、道路、港湾など多くの構造物が未曾有の被害を被りまし

た。これを契機に、今までの構造物の耐震性の評価方法を見直す必要が認識され、その方向性の一つに、

構造物の破壊過程を調べることが重要とされました。そのためのデータを取得する必要がありますが、既

存の施設にはそれを達成するだけの十分な性能を有した新たな施設建設が必要となりました。2005年４月

からの研究開始に向けて建設された実験施設が、本研究センターの実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－

ディフェンス）です。（ホームページより引用）

名古屋大学解散 20:45

※途中，SAで昼食（1時間程度）

　震災資料保管庫は、阪神・淡路大震災での被災・復旧経験を風化させることなく次世代に語り継ぐた

め、阪神高速グループの社会貢献活動の一環として、平成11年10月に開設されました。被災した実物の構

造物を中心として、説明パネル、構造物の模型などが展示されており、これまでに、国内外を問わず、行

政関係者や専門技術者、小学校の地震防災学習の観点での見学など、多くの方々にご来場頂いておりま

す。（ホームページより引用）

着

着

着

名古屋大学集合 8:15

 

※土木学会 CPD プログラム認定番号 JSCE10-0751（3.0 単位） 
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４．参加人数

40名程度（会員＋学生，他）

５．地図

兵庫耐震工学研究所センター：E-ディフェンス（独立行政法人防災科学技術研究所）

震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター）
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SGST現場見学会参加者リスト（敬称略） 
参加者名 所  属 備  考 

見学会：H22.11.26 
兵庫県耐震工学研究所センター（独立行政法人防災科学技術研究所） 
震災資料保管庫（財団法人阪神高速道路管理技術センター） 
1 織田 博孝 瀧上工業株式会社 SGST幹事長
2 松村 寿男 瀧上工業株式会社 SGST幹事 
3 高地 夏樹 瀧上工業株式会社

4 吉嶺 建史 日本車両製造株式会社 SGST幹事 
5 加藤 幸男 中日本建設コンサルタント株式会社 SGST幹事 
6 小川 将樹 中日本建設コンサルタント株式会社

7 前田 春和 中日本建設コンサルタント株式会社

8 杉本 裕哉 株式会社 創建 SGST幹事 
9 佐光 浩継 株式会社 維持管理工房

10 森下 宣明 名古屋高速道路公社

11 米田 氏 名古屋高速道路公社

12 中野 錦也 愛知県

13 木下 幸治 岐阜大学 SGST幹事 
14 森下 宣明 名古屋高速道路公社

15 李 国泰 名古屋工業大学大学院後期 3年 学生

16 右高 裕二 名古屋工業大学大学院前期 2年 学生

17 M.Assad Alamiri 名古屋工業大学大学院前期 2年 学生

18 渡辺 泰成 名古屋工業大学大学院前期 2年 学生

19 関  一優 名古屋工業大学大学院前期 2年 学生

20 金井 宏英 名古屋工業大学 学部 4年 学生

21 中村 信哉 名古屋工業大学 学部 4年 学生

22 広中 渉太 名古屋工業大学 学部 4年 学生

23 荒川 慎平 岐阜大学大学院前期 2年 学生

24 今村 明登 岐阜大学大学院前期 1年 学生

25 梅田 和幸 岐阜大学 学部 4年 学生

26 長屋 誠祐 岐阜大学 学部 4年 学生

27 Zhirong LIN 名古屋大学大学院後期 3年 学生

28 細井 章浩 名古屋大学大学院前期 2年 学生

29 伊藤 誠慈 名古屋大学 学部 4年 学生

30 森  達也 名古屋大学 学部 4年 学生
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